


はじめに

この地区は、明治時代に札幌農学校 ( 後に北海

道大学 ) 附属第三農場として開墾が進みました。

昭和 24 年には戦後の農地解放により自作農が

始まりましたが、高度成長期には大きく発展し

た道都札幌の住宅地域として居住者が急激に増

加し、昭和 59 年 3月には地域活動の核となる

栄西連合町内会が誕生しました。

この地域の面積は2.4 平方キロメートルで、平成

25年10月末現在12,160世帯、23,261人の方々が

暮らしています。

地下鉄南北線麻生駅と東豊線栄町駅の中間に

位置し、北端にはJR太平駅もある閑静な住宅地

ですが、最近は集合住宅も増えています。

地域では防犯・防災などのほか、地域のメイン

イベントである「三世代交流の集い」や「ふれ

あい事業」など、地域の子供からお年寄りが楽し

めるイベントも企画・運営しています。

この地域に住んでいる方々は「わが街を住み良

い街にしよう」と日々活動をしている方が大勢

いらっしゃいます。

この冊子は、地域の方々の活動を紹介させてい

ただき、より多くの方々が自分の出来る範囲内

で一人でも多く活動の輪に加わっていただくこ

とを願い、作成しました。



三世代交流のつどい

毎年９月第 1 日曜日に栄 42 条会館・
栄 42 条公園( 北 42 東 3) において
開催されます。
このつどいは、栄西地区まちづくり
協議会事業として実施され、連合町
内会、福祉のまち推進センター、
民生委員児童委員、青少年育成委員
会、老人クラブ、栄西児童会館、介護
予防センター、日赤栄西分団など総
勢 130 名の皆さんがボランティア
スタッフとして、地域の方々にすべ
て無料で楽しめる各種コーナーを
開催しています。
第８回となった 2013 年には過去最
高の 736 名の子どもからお年寄り
までが楽しい 1 日を過ごしました。

 

みんなで歩こう会
( 健康づくり活動)

栄西連合町内会福祉部主催で毎年８月
下旬に開催されます。
2013年は 80名の方が栄 42条会館に集
合。参加者全員でラジオ体操をした後、
百合が原公園までの約 1.7㎞をさわやか
な汗を流して歩きました。
また11月には「健康づくりの集い」を
開催し、病気の予防などについて学習し
ています。



福祉のまち推進センター事業

ひとり暮らしの高齢者の方で、日頃外出する
機会の少ない方を中心として、毎年敬老の日
前後には「ふれあい朝食会」を、春と秋には
「いきいき健康教室」を開催し、健康のお話や
健康相談、茶話会を行っています。

2013 年には一人暮らし以外の方にも気軽に
参加できる「いきいきサロン」を始めました。
園芸や軽い体操、歌や落語など毎回100人前
後の参加者で大賑わいです。

地域住民交流・健康づくり事業

地域住民の交流を図る

「歩き・遊び自然と親しむ運動」や、

異学年や他校の子どもたちと交流を図る

「ふれあい事業」などを実施しています。

 

このような行事には日々の見守り活動を行って

いる福祉協力員約200名が地域の高齢者に声を

かけ、ボランティアスタッフとして協力いただ

いてます。

このほかにも、地域内では「介護予防講演会」

「小学生と高齢者とのふれあいの会」や福祉協力
員を対象とした研修会などを開催しています。



 

 

 

 

 

その他の栄西地区で行っている

社会貢献事業

・さっぽろ雪まつり、つどーむ会場の

　運営協力　　　　　　

・市民パトロール隊

・交通安全運動街頭啓発

・クリーンさっぽろ衛生推進員 (清掃活動)

・赤い羽根共同募金・日赤寄付

・福祉協力員(地域見守り活動)

・子育てサロン

・防犯・防火街頭啓発・防災訓練

など様々な活動を行っています。





　町内会加入率は、日本全国で減少しています。町内会か

ら抜ける人の多くはこう言います「町内会に入っていても

メリットがないから…」町内会活動のイメージと言えば

「子供会」「敬老会」「交通防犯」「除雪」「ごみ」「街灯」「会員

の親睦」今では少子化で子供会が無い町内会もたくさん

あります。一時期言われていた「交通戦争」なんて言葉も

死語になりつつあります。

　そして自分のちょっとした隙間の時間に、自分の興味の

あることだけでも構わないので地域行事に参加してみま

せんか?幸いなことに、地域で活動している団体は、実際に

地域活動に関わっていた人もビックリするくらい種類も数

も豊富にあります。まずは普段から顔の見えるご近所付き

合いがあってこそ、いざ、という時に頼りにされる地域の一

員です。

　親睦といっても、隣近所とのお付き合いよりも家族との

時間の方を優先したいと思うのも当然でしょう。でも最近

はこれに高齢化社会への対応や阪神淡路・東日本大震災

を機とした防災活動も重要視されています。

　今は「町内会に入っていてもメリットがない」とか思われ

ても仕方ないのかもしれません。でも、町内会に入ってい

るだけでも地域の一員として社会貢献になっています。

町内会ってなんだろう？
（まちづくりセンター所長の感想）












